
主要事業内容

■鉄鋼アルミ
　・薄板製品
　・アルミ板
　・線材・条鋼製品
　・厚板製品
■素形材
　・鋳鍛鋼製品
　・アルミ鋳鍛
　・アルミサスペンション
　・チタン
　・建材用チタン
　・アルミ押出・加工品
　・銅板条
　・鉄粉製品
■溶　接
　・溶接システム
　・溶接材料

■機　械
　・汎用圧縮機
　・回転機（非汎用圧縮機）
　・タイヤ・ゴム機械
　・樹脂機械
　・高機能商品
　・圧延設備・プレス機械
　・超高圧装置
　・エネルギー・化学関連機器
■エンジニアリング
　・製鉄プラント関連
　・原子力プラント・機器
　・都市交通システム
　・水処理
　・廃棄物処理、リサイクル
　・冷却塔
　・化学・食品機械
　・エネルギー・化学プラント
■建設機械
■電　力

URL：	 神戸製鋼ホームページ	技術・製品情報
	 https://www.kobelco.co.jp/products/

QRコード：

QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。
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編集後記
＜特集：溶接・接合技術＞
＊2018年 3 月に続き，溶接・接合技術の
特集号をお届けしました。
＊至近時では世界的に環境に対する意識
が高まっており，溶接業界を取り巻く環
境も大きく変化しています。近年ではと
くにCO2削減やカーボンニュートラルに
向けた様々な取組みが各業界で進められ
ており，風力発電をはじめとした自然エ
ネルギー市場の拡大に加え，LNGやア
ンモニア，水素といった燃料の置き換わ
りも予測されています。
＊このような中，溶接・接合に対するニ
ーズも多岐にわたってきています。例え
ば各種溶接構造物に対しては，「軽量
化」，「長寿命化」，「高強度化」などのニ
ーズが高いいっぽう，就労人口の高齢
化・減少にともなう溶接士不足や技量不
足の問題を解決するために，ものづくり
の現場における「省人化」，「脱技能化」，
「高能率化」といったニーズが高まって
います。さらには，異なる素材同士を接
合する場面も増えており，新たな接合技
術や接着技術に関するニーズも広がりを
見せています。

＊当社は溶接材料に加え，アーク溶接ロ
ボットシステムや溶接電源，溶接・接合
プロセスや施工法の開発までを担うトー
タルソリューション企業として世界をリ
ードしてきました。この当社の強みを生
かし，今後も上記ニーズにこたえる開発
に積極的に取り組んでいきます。とくに
「カーボンニュートラルへの挑戦」とい
う課題に対しては，溶接・接合技術をお
客様に提供することにより，社会全体と
してのカーボンニュートラルに貢献して
いきます。
＊本特集号では新しく開発した溶接・接
合技術を中心に紹介しました。健全な接
合部を実現するためには，装置，材料，
施工法といった要素を適切に組み合わせ
ることが重要であることは言うまでもあ
りません。これらすべての要素に関わる
技術を有している当社だからこそお客様
にとって価値ある製品や技術を提供でき
ると考えています。今回紹介した製品や
技術を提供することにより，環境問題の
解決や社会全体の発展につながれば幸い
です。

（横田泰之）

次号予告
＜特集：KOBELCOのマテリアリティ
と価値提供を支えるコア技術＞
＊当社グループは，素材系事業の鉄鋼ア
ルミ，素形材，溶接，機械系事業の機
械，エンジニアリング，建設機械，そし
て電力事業の七つの事業領域を有してお
り，「Mobil ity」「Life」「Energy	 &	
Infrastructure」と幅広い分野のお客様
に対して技術・製品・サービスを提供し
てきました。そして，「安全・安心で豊
かな暮らしの中で，今と未来の人々が夢
や希望をかなえられる世界（KOBELCO
が実現したい未来）」の実現に向け，「個
性と技術を活かし合い，社会課題の解決
に挑みつづける（KOBELCOの使命・存
在意義）」ことで，社会の発展に貢献し
ていく企業グループであり続けることを
目指しています。
＊2021年にはこれを実践するための重要
課題として次の五つのマテリアリティ
（中長期的な重要課題）を特定しました。
・グリーン社会への貢献
・安全・安心なまちづくり・ものづくり
への貢献
・人と技術でつなぐ未来へのソリューシ
ョン提供

・多様な人材の活躍推進
・持続的成長を支えるガバナンスの追求
＊いっぽう，このような幅広い事業展開
を支えているのは，これまで当社グルー
プの強みとして培ってきた「21のコア技
術」です。これらを事業の垣根を越えて
融合させるとともに，新たな技術を開発
または取り込むことで，社会の変化やお
客様の新たなニーズにこたえてきまし
た。今後も，このような多様な事業領域
と技術基盤を生かし，将来にわたってお
客様の期待にこたえ続けることが当社グ
ループの使命であると確信しています。	
＊次特集号「KOBELCOのマテリアリテ
ィと価値提供を支えるコア技術」では，
このマテリアリティの中でとくに「グリ
ーン社会への貢献」「安全・安心なまち
づくり・ものづくりへの貢献」「人と技
術でつなぐ未来へのソリューション提
供」の三つの価値創造領域において，当
社グループの強みであり社会への価値提
供を支える「21のコア技術」の特長およ
びその活用と将来への展望について紹介
していく予定です。

（本家浩一）
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Dear Sir or Madam,

We would like to express our sincere gratitude for your continued support and cooperation.

Attached please find Vol.72, No. 1 of the R&D Kobe Steel Engineering Report. 
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Best wishes for your continued success,


